
　今号では、日常の中にあるふとした瞬間を「機会」と捉え、その

中から一歩だけでも何かへと踏み出してみる大切さについて特

集いたしました。

　皆さまはどのようなきっかけで、今の先生というお仕事に就かれ

たでしょうか。はじめから目指されていた方もいらっしゃれば、さまざ

まなご縁や偶然が重なってという方もいらっしゃるかと思います。

今回は、後者側のアプローチを中心にスポットライトを当てていま

す。決して目標をもつことに対して否定的に考えているわけではな

く、これからの時代においては「両利き」である重要性が増してい

るように感じています。漠然とした目標に思いを馳せつつ、目の前

に起こることを機会と捉え、自分なりの意味づけをもって前に進め

ていく。そして、日々の気づきをまた目標側に還元していく。今号

の取材を通して、変化が激しいと称される時代に、私たち自身も

変化していくためのヒントをたくさん得られたように感じています。

　これから進学・就職へと歩みを進めていく高校生たちを前に、

学校現場ではなかなか伝えづらい概念も含まれているかもしれま

せんが、ふと「この瞬間」について、生徒さまと共に意味を深めて

いくご参考となりますと幸いです。

もしかしたら、
 この瞬間が、はじまりかもしれない。
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